
①対策の現況 Ａ：実施済

③ ①の回答が
　　Ｃの場合

対策の経緯、
内容

火災報知機は、本殿、拝殿、社務所、同天井裏に設置済み。消火器
は消防署から指定された場所に設置済み（年2回点検あり）。

今後の予定 特になし。

要望 特になし。

実施して
いない理由

対策の必要がない 資金が足りない

要望

今後の予定

Ｂ：一部実施済 Ｃ：未実施

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

② ①の回答が
　　Ａ、Ｂの場合

橋詰

③ ①の回答が
　　Ｃの場合

地震対策

亀田 鈴木 中川

対象文化財

彫刻

建造物

県指定：

県指定：

国宝：

今後の予定

調査日

調査者名

代表者
調査対応者

奈良県指定文化財（彫刻・建造物）の「災害対策等現況調査」調査票

（氏子総代）森村富治氏・河辺隆雄氏

日

八所御霊（はっしょごりょう）神社

年2017 10 月 28 記入者 亀田幸英

所在地

調査対象先

電話番号奈良市秋篠町742

件重文：

重文：

件

1

1

件

棟

件

棟

件

棟
国宝：

件

①対策の現況

② ①の回答が
　　Ａ、Ｂの場合

Ａ：実施済 Ｂ：一部実施済 Ｃ：未実施

対策の経緯、
内容

要望

地震対策とは直接関係がないが、本殿（県指定）の屋根の30年以上
経過した檜皮の改修工事を計画し、県や奈良市に申請しているが、
返事は今のところなし。

特になし。

防火対策

実施して
いない理由

対策の必要がない 資金が足りない

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

今後の予定

要望



調査対象先 八所御霊（はっしょごりょう）神社

奈良県指定文化財（彫刻・建造物）の「災害対策等現況調査」調査票

整然とした八所御霊神社の正面鳥居 本殿（県指定）屋根の周囲には鳥よけのテグスを張る

今後の予定、
要望

特になし。

社務所側面の火災報知機のモニター盤 社務所入り口の火災報知機・消火器・バケツ

社務所横の納屋入口の消火器とバケツ 【調査票記入者（亀田幸英）の感想】

県指定文化財の本殿の地震対策は未実施。檜皮葺
の屋根の改修工事を計画中で県・市へ申請中。防火
対策は消防署の指導に基づき実施済。鳥害対策とし
て本殿の屋根にテグスを張り巡らすのは有効と感じ
た。

獣害・白アリ等の対策

①獣害等被害 Ａ：経験あり Ｂ：経験なし

② ①の回答が
　　Ａの場合

どのような
被害か

カラスや他の鳥が本殿に近寄らないように、本殿の屋根を囲むように
テグスを張り巡らしてあり、効果はある。他の獣害やシロアリの被害
はない。

③今後


